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賣
海
の
環
境
の
現
状

日
本
沿
岸
の
藻
場
面
積
は
昭
和
５３
年
か

ら
平
成
１０
年
ま
で
の
３０
年
間
で
、
２‐
万
ｈａ

か
ら
１２
万
５
０
０
０
ｈａ
と
４
割
減
少
し
、

そ
の
後
も
減
り
続
け
て
い
る
。
海
水
温
の

上
昇

・
嵐
に
よ
る
海
水
の
攪
乱

・
食
害

・

土
砂
被
膜
な
ど
、
天
然
で
あ
れ
人
為
的
で

あ
れ
何
ら
か
の
原
因
で
、
藻
場
が
存
在
し

て
い
た
海
域
で
大
型
海
藻
が
な
く
な

っ
た

現
象
を

「磯
焼
け
」
と
呼
び
、
そ
の
現
象

が
全
国
的
に
広
が

っ
て
い
る
。

昭
和
２０
年
当
時
の
沿
岸
漁
業
の
水
揚
げ

高
は
約
２
０
０
万
ｔ
だ

っ
た
が
、
平
成
１８

年
の
水
揚
げ
高
は
そ
の
７３
％

（
１
４
５
万

ｔ
）
に
過
ぎ
な
い
。
沿
岸
海
域
の
水
産
資

源
の
減
少
は
危
機
的
で
あ
り
、
こ
れ
に
は
、

漁
業
者
の
自
己
責
任
の
範
囲
を
越
え
た
国

民
全
体
の
責
任
が
あ
る
。

面
海
の
森
づ
く
り
の
重
要
性

海
藻
の
養
殖
生
産
量

（湿
重
量
）
は
、

中
国
で
は
年
間
１
０
０
０
万

ｔ
以
上
で
、

そ
れ
が
年
間
１
０
０
０
万
ｔ
以
上
の
海
面

捕
獲
漁
業
生
産
量
に
つ
な
が

っ
て
い
る

（
図
１
）
。　
一
方
、
か
つ
て
海
を
拓
き
世
界

の
海
を
駆
け
巡
り
、
水
産
王
国
を
自
負
し
、

栽
培
漁
業
を
重
視
し
て
き
た
日
本
の
海
藻

養
殖
生
産
量
は
、
現
在
た

っ
た
の
５０
万
ｔ

以
下
で
あ
る
。

行
き
過
ぎ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で

日
本
は
水
産
物
輸
入
大
国
と
な

っ
た

が
、
沿
岸
漁
業
や
海
藻
の
海
水
浄
化
作

用
や
増
殖
効
果
を
軽
視
し
て
き
た
。
現

在
で
は
、
遠
洋
漁
業
や
沖
合
漁
業
に
比

べ
て
比
較
的
経
営
が
安
定
し
て
い
る
と

い
わ
れ
る
沿
岸
漁
業
の
生
産
性
も
依
然

低
く
、
ほ
と
ん
ど
の
漁
村
は
後
継
者
も

確
保
で
き
ず
過
疎
は
進
み
、
起
死
回
生

を
迫
ら
れ
て
い
る
。

近
年
、
陸
の
資
源
の
有
限
性
が
顕
著

に
な

っ
て
き
て
、
海
洋
資
源
の
重
要
性

が
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。
日
本
は
四
方

を
海
に
囲
ま
れ
、
南
北
に
約
３
０
０
０

ｋｍ
に
伸
び
、
地
球

一
周
の
８５
％
を
占
め

る
３
万
５
０
０
０
ｋｍ
の
海
岸
線
を
持

っ

て
い
る
。
津
々
浦
々
に
漁
協
を
は
じ
め

ソ
フ
ト

・
ハ
ー
ド
両
面
の
水
産
イ
ン
フ

ラ
を
持

っ
た
漁
村
が
あ
り
、
そ
の
排
他

的
経
済
水
域
は
４
４
７
万
耐
と
世
界
で
６

番
目
に
広
く
、
そ
の
中
に
は
世
界
の
３
大

漁
場
の
１
つ
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
海
の
利
用
に
関
す
る
日
本
の
比
較
優

位
性
は
世
界
的
に
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

日
本
の
将
来
は
、
こ
の
特
徴
を
生
か
せ

る
か
ど
う
か
に
か
か

つ
て
い
る
。
「
２‐
世

紀
は
海
の
時
代
」
と
い
わ
れ
、
海
洋
開
発

産
業
が
注
目
を
浴
び
て
い
る
が
、
採
算
面
、

環
境
面
、
作
業
面
、
技
術
面
、
制
度
面
な

ど
で
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
こ
れ

ら
を
克
服
す
る
た
め
に
は
莫
大
な
投
資
が

必
要
で
、
そ
れ
を
支
え
る
国
民
的
サ
ポ
ー

ト
が
必
要
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
注
目
さ
れ
る
の
が
、
水
産
業

の
根
幹
で
あ
り
多
面
的
機
能
を
持

つ
沿
岸

漁
業
の
振
興
と
漁
村
の
活
性
化
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
比
較
的
小
額

の
適
切
な
投
資

で
、
既
存

の
イ
ン
フ
ラ
が
活
性
化
さ
れ
、

手

っ
取
り
早
く
国
民

へ
の
ア
ピ
ー
ル
効
果

が
期
待
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

沿
岸
漁
業
は

「水
圏
と
陸
圏
と
の
架
け

橋
」
と
し
て
の
水
産
物
の
安
定
供
給
や
自

然
環
境
保
全
の
み
な
ら
ず
、
海
難
救
助
や

国
境
の
監
視
と
い
っ
た
国
民
の
生
命

・
財

産

の
保
全
、
辺
境
に
お
け
る
雇
用
や
文

化

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出

・
継
承

産
業
と
し
て

「沿
岸
地
域
の
社
会
経
済
セ

■特集 1藻場で海の力を取り戻そう

腱本番議で鷹麟される

海の爆づく昨運動参

重要性と今後

鹿児島大学名誉教授

松田 恵明 まつだよしあき

北海道大学大学院水産学研究科修士課程終

了。米ジョージア大学大学院農業経済学分野

でPh D取得。現在、鹿児島大学名誉教授、
国際漁業研究会会長、NPO「海の森づくり
推進協会」代表理事。
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図1 日中の沿岸漁獲量の推移 (1950年～2005年 )
(出典 :FAO)
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■特集 1藻場で海の力を取り戻そう

―
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
」
に
、
医
薬
品
開
発
や

海
の
多
面
的
利
用
な
ど
を
含
む

「教
育
研

究
福
祉
開
発
」
に
、
さ
ら
に
、
徹
底
し
た

平
和
外
交
と
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
国
づ
く

り
を
目
指
す

「国
家
総
合
安
全
保
障
」
に

貢
献
す
る
。

さ
ら
に
、
い
ま
、
伝
統
的
な
海
の
し
き

た
り
を
近
代
法
制
の
中
に
取
り
入
れ
た
日

本
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

「
漁
業
法
」
と
行
政
機

能
を
備
え
た

「漁
業
協
同
組
合
」
が
世
界

的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
こ
れ

ま
で
の
欧
米
を
模
範
と
し
た
２
０
０
海
里

以
降
の
市
場
経
済
中
心
の
水
産
政
策
が
ど

こ
も
過
剰
投
資
や
高
級
魚
の
乱
獲

・
環
境

問
題

・
信
用
問
題
な
ど
に
直
面
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
日
本
に
期
待
さ
れ

て
い
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す

る

「海
の
時
代
」
の
モ
デ
ル
の
提
示
と
リ

―
ダ
ー
シ
ツ
プ
で
あ
る
。

残
念
な
が
ら
、
日
本
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
変
化
に
よ
り
、
今
で
は
、
漁
業
は

３
Ｋ

（汚
い
、
き

つ
い
、
危
険
）
産
業
の

代
表
と
な
り
、
漁
業
就
業
者
数
は
減
り
続

け
、
‐９
年
に
は
、
２０
万
人
と
な
り
、
後
継

者
問
題
は
深
刻
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
、

世
界
に

「海
の
時
代
」
の
モ
デ
ル
を
発
信

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
沿
岸
漁
業
が
活

気
に
溢
れ
、
国
民
が
期
待
す
る
多
面
的
機

能
を
十
分
に
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
漁
家

の
可
処
分
所
得
を
、
年
間
１
戸
当
た
り
１

０
０
０
万
円
以
上
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

低

コ
ス
ト
で
生
産
性
の
高
い
沿
岸
漁
業

や
養
殖
業
を
盛
ん
に
す
る
た
め
に
は
、
国

民
的
サ
ポ
ー
ト
を
伴
う
漁
民
の
発
想
の
転

換
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
漁
民
の
発
想
の

転
換
に
貢
献
す
る
の
が
、
漁
協
中
心
の

「
海
の
森
づ
く
り
」
で
あ
る
。
海
の
森
づ

く
り
は
、
沿
岸
の
資
源
を
回
復
す
る
た
め

の
最
も
効
果
的
な
道
具
で
あ
る
。
前
浜
の

状
況
を

一
番
知

っ
て
い
る
漁
民
が
、
漁
業

法

・
水
産
業
協
同
組
合
法
お
よ
び
共
同
漁

業
権
の
精
神
に
の
っ
と
り

「考
え
る
漁
民
」

と
な
り
、
社
会
貢
献
を
目
指
し
て
、
適
性

規
模
の
藻
場

・
海
藻
養
増
殖
を
維
持
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
、
市
場
価
値
の
高
い
根
付

資
源
を
上
手
に
管
理

・
販
売
し
、
ゼ
ロ
エ

ミ
ツ
シ
ョ
ン
養
殖
を
推
進
す
る
も
の
で
あ

′り
。海
の
森
づ
く
り
に
は
、
関
西
空
港
藻
場

に
見
ら
れ
る
よ
う
な
ハ
ー
ド
な
海
洋
構
造

物
の
構
造
改
善
に
よ
る
も
の
、
東
京
湾
の

ア
マ
モ
場
造
成
の
よ
う
な
移
植
に
よ
る
も

の
、
投
石
や
付
着
基
盤
の
添
加
に
よ
る
も

の
、
施
肥
に
よ
る
も
の
、
そ
れ
に
、
中
国

の
よ
う
に
養
殖
に
よ
る
も
の
な
ど
が

あ
る
。
現
在
、
外
来
種
あ
る
い
は
準
外
来

種

（在
来
種
で
あ

っ
て
も
、
元
来
生

息
し
て
い
な
か

っ
た
種
）
の
新
規
の

導
入
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
注
意
を

払
う
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
中
、
海
の

森
づ
く
り
推
進
協
会
で
は
、
里
海
の

精
神
に
の
っ
と
り
、
北
の
海
を
生
息

域
と
す
る
マ
コ
ン
ブ
の
冬
期
間

（
１２

月
～
６
月
）
養
殖
を
鹿
児
島
県
、
長

崎
県
、
愛
媛
県
な
ど
南
の
海
で
海
中

林
造
成
の
た
め
に
奨
励
し
て
い
る
。

コ
ン
ブ
の
養
殖
は
中
国
で
は
７０
年

以
上
、
長
崎
県
島
原
市
や
神
奈
川
県
で
は

４０
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
、
私
も
既
に
平

成
６
年
以
降
１４
年
間
観
察
を
続
け
て
き
た

が
、
こ
れ
ま
で
環
境
的
な
悪
影
響
は
出
て

い
な
い
。

ま
た
、
海
の
森
づ
く
り
推
進
協
会
が
勧

め
て
い
る
施
肥
は
、
海
中
で
海
藻
の
成
長

制
限
要
因
と
な

っ
て
い
る
微
量
元
素
の
１

つ
で
あ
る
鉄
分
を
主
成
分
と
す
る
遅
効
性

施
肥
材
の
散
布
で
あ
り
、
そ
の
効
果
は
３

～
５
年
継
続
す
る
も
の
で
あ
る
。

全
国
津
々
浦
々
で
環
境
が
違
う

の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
漁
協
で
試
験
し
、
そ
の
結
果
、

各
漁
協
の
自
主
的
な
判
断
で
採
否
を
決
め

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
施
肥
は
、
産
業
廃

棄
物
の
海
上
投
棄
の
よ
う
な
無
責
任
な
行

動
で
は
な
く
、
「
藻
場
再
生
」
と

い
う
は

っ
き
り
と
し
た
目
的
を
持
ち
、
施
肥
後
も

注
意
深
く
追
跡
管
理
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

（
，
言
ｏ
・ヽ
＞
く姜
く
オ
Ｌ
ｏＦ
“
ユ
●
●
・ｏＯ
ヨ
尖
多
昭
じ
。

面
藻
場
の
効
果

こ
こ
で
、
藻
場
の
効
果
に
つ
い
て
説
明

す
る
。
ま
ず
第
１
は
、
窒
素

・
リ
ン

・
炭

酸
ガ
ス
な
ど
の
吸
収
と
酸
素
の
供
給
に
よ

る

「
海
洋
環
境
の
改
善
効
果
」
で
あ
る
。

富
栄
養
化
の
原
因
と
し
て
の
窒
素

・
リ
ン

な
ど
の
栄
養
塩
や
炭
酸
ガ
ス
は
、
海
藻
が

収
穫
さ
れ
利
用
さ
れ
る
と
完
全
に
海
中
か

ら
取
り
除
か
れ
る
。
そ
の
ほ
か
の
場
合
も

海
水
中
に
残

っ
た
も
の
は
、
最
終
的
に
は

単
細
胞
の
デ
ト
リ
タ
ス
と
な
り
、
い
ず
れ

閉
鎖
系
食
物
連
鎖
の

一
環
に
取
り
込
ま
れ

写真1 4月 25日 (種糸沖出し後丸4カ月)海中から引き
上げられたマコンブ (提供 :壱岐東部漁協)。

供 :壱岐東部漁協)

写真2 マコンブに産み付けられたアオリイカの卵。 (提
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る
か
、
あ
る
い
は
、
水
温
の
低
い
海
底
に

沈
ん
で
、
分
解
さ
れ
ず
に
そ
の
ま
ま
長
期

間
保
存
さ
れ
る
。　
一
方
、
浜
辺
や
海
岸
に

打
ち
上
げ
ら
れ
た
も
の
の
利
活
用
は
今
後

の
課
題
で
あ
る
。

第
２
は

「
不
特
定
多
数
の
魚
介
類

へ
の

産
卵
場
な
ら
び
に
ゆ
り
か
ご
場
の
提
供
に

よ
る
有
用
魚
介
類
の
増
殖
効
果
」
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
魚
介
類
は
、
藻
場
を
産
卵
場
や

揺
藍
場
と
し
て
成
長
し
、
最
終
的
に
有
用

魚
介
類
の
増
殖
に
つ
な
が
る
。
他
方
、
こ

れ
ま
で
の
栽
培
漁
業
は
、
有
用
魚
介
類
の

放
流
に
力
を
入
れ
て
き
た
が
、
そ
の
効
果

が
ホ
タ
テ
や
マ
ダ
イ
、
サ
ヶ
を
除
い
て
は

っ
き
り
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
十
分
に

発
達
し
た
藻
場
と
組
み
合
わ
せ
た
種
苗
放

流
で
あ
れ
ば
、
も

つ
と
放
流
効
果
が
上
が

る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
３
は
、
「
不
特
定
多
数
の
在
来
種

の
生
物
多
様
性
を
促
進
す
る
効
果
」
で

あ
る
。
水
質
汚
染
と
富
栄
養
化
、
埋
め

立
て
や
垂
直
護
岸

・
人
工
海
岸
な
ど
で

単
純
化
し
た
沿
岸
域
の
生
態
系
を
多
様

化
す
る
数
少
な
い
方
法
の
１
つ
が
、
藻

場
の
再
生
で
あ
る
。
冬
季
の
海
水
中
に

は
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
小
さ
な
生

命
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
付
着

基
盤
と
の
出
会
い
を
求
め
て
海
水
中
に

浮
遊
し
て
お
り
、
運
が
良
け
れ
ば
、
タ

イ
ミ
ン
グ
良
く
藻
場
で
付
着
基
盤
に
出

会
い
、
そ
こ
か
ら
新
し
い
生
命
が
再
出

発
し
、
在
来
種
の
生
物
多
様
性
を
育
む
。

付
着
基
盤
に
出
会
う
こ
と
が
な
か

っ
た

小
さ
な
生
命
の
多
く
は
死
亡
す
る
。

■
漁
業

・
養
殖
業
と
の
関
わ
り

産
卵
場
や
ゆ
り
か
ご
場
と
し
て
の
藻
場

を
失

っ
た
沿
岸
海
域
で
は
、
回
遊
性
の
浮

魚
の
来
遊
が
短
期
的
に
あ

つ
て
も
、
栽
培

漁
業
の
放
流
効
果
や
根
付
資
源
な
ど
を
期

待
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
集
約

的
な
タ
イ
、
ブ
リ
、
カ
ン
パ
チ
、
ク
ロ
マ

グ
ロ
な
ど
の
海
面
で
の
魚
類
養
殖
業
で

は
、
湿
重
量
換
算
で
体
重
の
７
～
‐０
倍
の

エ
サ
を
必
要
と
し
、
魚
類
養
殖
の
伸
び
と

と
も
に
、
富
栄
養
化
な
ど
魚
類
養
殖
に
よ

る
自
家
汚
染
が
問
題
と
な

っ
て
き
た
。
そ

こ
で
鹿
児
島
県
東
町
漁
協
で
は
、
平
成
１５

年
度
か
ら
魚
類
養
殖
面
積
と
海
藻
養
殖
面

積
を
１
対
１
の
割
合
と
す
る
漁
場
改
善
計

画
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
日
本
の
漁
業
は
、
し

つ
か

り
し
た
沿
岸
漁
業
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
沖

合

・
遠
洋
漁
業
を
考
え
る
時
代
と
な

つ

た
。
し

っ
か
り
し
た
沿
岸
漁
業
の
要
は
、

水
産
生
物
の
生
息
環
境
で
あ
る
藻
場
や
干

潟
、
底
質

。
水
質
の
管
理
に
あ
る
。
こ
れ

は
、
漁
業
権
管
理
組
合
と
し
て
の
現
漁
業

協
同
組
合
の
責
任
で
も
あ
る
。
こ
れ
か
ら

は
、
研
究
を
国
や
県
任
せ
に
す
る
の
で
は

な
く
、
漁
民

一
人

一
人
が
研
究
者
に
な
る

覚
悟
が
必
要
で
、
漁
協
に
も
研
究
対
応
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

国
や
県
の
研
究
者
の
管
轄
域
は
広
く
、

予
算
的
制
限
も
あ
り
、
個
々
の
前
浜
の
こ

と
を
詳
し
く
研
究
す
る
余
裕
な
ど
元
来
な

い
。
漁
協
の
仕
事
と
し
て

「研
究
」
を
し

っ
か
り
と
位
置
付
け
て
い
る
北
海
道
猿
払

漁
業
協
同
組
合
で
は
、
５
年
先
の
ホ
タ
テ

の
漁
獲
量
を
自
分
た
ち
で
推
定
で
き
る
状

況
の
中
で
操
業
し
て
お
り
、
漁
家
１
軒
当

た
り
の
貯
蓄
は
１
億
円
、
組
合
員
１
人
当

た
り
の
可
処
分
所
得
は
年
間
２
０
０
０
万

円
と
い
う
。
こ
こ
で
は
後
継
者
問
題
も
な

く
、
同
様
の
漁
協
が
日
本
の
辺
境
オ
ホ
ー

ツ
ク
海
や
根
室
湾
に
面
し
て
た
く
さ
ん
あ

ア一
。

画
海
の
森
づ
く
り
の
事
例

海
の
森
づ
く
り
推
進
協
会
の

「海
の
森

づ
く
り
事
業
」
の
主
役
は
、
マ
コ
ン
ブ
の

種
糸
の
斡
旋
と
海
洋
施
肥
材
の
共
同
試
験

で
あ
る
。
平
成
１４
年
の
創
設
以
来
、
マ
コ

ン
ブ
の
促
成
栽
培
種
の
種
糸
を
長
崎
県
、

鹿
児
島
県
、
愛
媛
県
、
富
山
県
、
神
奈
川

県
、
千
葉
県
、
福
井
県
、
三
重
県
、
福
岡

県
、
石
川
県
、
香
川
県
な
ど
か
ら
の
希
望

漁
協

・
企
業

・
地
方
自
治
体

・
学
校

・
個

人
に
斡
旋
し
て
き
た
。

さ
ら
に
１７
年
か
ら
、
当
協
会
会
員
が
開

発
し
た
海
洋
施
肥
材
の
漁
協
と
の
共
同
試

験
を
実
施
し
て
き
た
。
現
在
、
共
同
施
肥

試
験
を
実
施
中
の
漁
協
は
、
長
崎
県
壱
岐

東
部
漁
協
、
愛
媛
県
遊
子
漁
協
、
鹿
児
島

県
東
町
漁
協
、
長
崎
県
上
対
馬
漁
協
、
千

葉
県
館
山
漁
協
で
あ
る
。
・

２‐
年
度
に
は
第
３
回
こ
ん
ぶ
サ
ミ
ッ
ト

が
企
画
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
漁
協

組
合
長
の
交
代
を
契
機
に
海
女
の
里
を
蘇

ら
せ
た
長
崎
県
壱
岐
東
部
漁
協

の
活
動

と
、
漁
民
だ
け
で
な
く
小

・
中

・
高
校

・

地
方
自
治
体
を
巻
き
込
ん
だ
市
民
活
動
と

し
て

「海
の
森
づ
く
り
運
動
」
を
展
開
し

て
い
る

「宇
和
海
に
緑
を
広
め
環
境
を
守

る
会
」
の
活
動
を
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー

と
し
て
見
学
す
る
計
画
を
立
て
て
い
る
。

宇
和
海
の
活
動
は
１８
年
度
に
は
、
愛
媛

県
三
浦
保
環
境
賞
特
別
賞
受
賞
、
１９
年
度

に
は
愛
媛
県
藻
場
づ
く
り
活
動
推
進
事
業

費
助
成
の
適
用
を
受
け
、
２０
年
度
に
は
愛

媛
県
経
済
同
友
会
表
彰
を
受
け
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
活
動
に
ご
期
待
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

こ
の
よ
う
に

「海
藻
で
海
の
力
を
取
り

戻
そ
う
！
」
と
い
う
動
き
は
、
政
府
主
導

の
み
な
ら
ず
、
草
の
根
レ
ベ
ル
で
も
既
に

日
本
各
地
で
展
開
さ
れ
始
め
て
い
る
。

写真3 硫酸鉄を主体とした海洋施肥材の散布で蘇った
ガラモ場 (長崎県壱岐、提供 :売岐東部漁協)。
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